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「学認クラウド」は、
クラウドの導入・利活用を
支援する国立情報学研究所
のサービス群の総称です。

導入検討 調達
活用

学認クラウド
導入支援サービス

学認クラウド
ゲートウェイサービス

学認クラウド
オンデマンド構築サービス

選択の基準や、導入・活用に関わる情報を
整備し、お伝えするサービス

クラウドサービスにワンストップで
アクセスするためのポータル機能

研究教育のためのクラウド環境構築を
技術的に支援

2018年10月サービス開始

https://cloud.gakunin.jp/

2017年7月サービス開始

2016年9月サービス開始

© National Institute of Informatics 20192



学認クラウドの歴史
201?年 「学認のコミュニティにクラウドの導入を支援するような

サービスはないか？」という議論から始まった。（学術認証
推進室）

2015年 クラウド基盤研究開発センター／クラウド支援室活動開始

2016年 学認の参加機関に限定せず、広くクラウドの導入を支援する
サービスとして、学認クラウド導入支援サービス※を開始

2017年 クラウドの活用を支援するサービスとして、学認クラウド
ゲートウェイサービス※を開始

2018年 クラウドの活用を支援するサービスとして、学認クラウド
オンデマンド構築サービス※を開始

※サービス提供システムの認証には学認を利用
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導入支援サービス
大学・研究機関がクラウドを選択する際の基準や、
その導入・活用に関わる情報を整備・流通・共有するサービス
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導入支援サービス(続)
ダウンロード (2019/12現在）

チェックリスト(項目)：3,464
スタートアップガイド：2,658

参加機関 (2019/12現在）

大学・研究機関数：92
(大学内訳: 国立41、公立9、私立28)
事業者数：33

チェックリストv4.1公開済 (字句修正中心)
スタートアップガイドv2.2、スタートアップガイドダイジェスト版

v2.2d公開済(チェックリストv4.1対応、統計情報等更新)
セミナー（2019年度）

 他に、大学・事業者(SI/運用)向け説明会を計画中 … 12月23日に東京で開催

回 日時 テーマ 協力(一部略称) 受講者
18 7/11 IoTサービス構築ハンズオン さくらインターネット 12名
19 8/28 クラウド利用に関する法的な留意点 虎ノ門南法律事務所 40名
20 11/5 パブリッククラウドにおけるコンテナサービス Google、AWS、日本MS 22名

21 1/8, 15 SINETクラウド接続サービス導入の実際(1)(2)
(1)富士通クラウドテクノロジーズ、GMO、日
本MS、オラクル、AWS
(2)日本MS、さくらインターネット、Hotnet
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チェックリスト回答の参照
回答参照のためのWebページ
 サービスや項目による検索・比較が可能。



ゲートウェイサービス
～ 大学・研究機関の認証基盤とクラウドの橋渡し ～

（以下、「ゲートウェイサービス」と呼びます）
自身の所属機関で利用可能なサービスが一覧できる
 機関毎のカスタマイズ（契約・連携しているサービスの指定/入力）
 個人毎のカスタマイズ（並び順の変更や個人利用サービスの追加）
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利用者のアクセス例
利用者はゲートウェイサービスを経由してe-Learningサイトやe-Journal
サイトにアクセスする

ゲートウェイサービスに表示されているサービスは利用可能である
＝安心してアクセスできる

ふらっとあるサービス(e-Learning B)にアクセスして利用できなくて困
る、ということが無くなる
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オンデマンド構築サービス
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 クラウド上のアプリ環境構築・再構築機能
 テンプレート（Jupyter Notebook ドキュメント）を使って、資源確保・
削除、ソフトウェアのインストールや設定を自動化できます

 同じ環境を再現性を持って構築することが可能です

 VCP SDK (Virtual Cloud Provider SDK)により、容易かつ
柔軟な計算資源の確保、変更が可能です
 資源パラメタの変更で、計算資源の数やタイプ、さらにはプロバイダ
の変更までも可能です

目的のテンプレートを用意
すれば構築・再構築が容易に

1. ログイン
2. テンプレート選択
3. 構築実行



ユースケース
共有計算機システム
 論文提出時期は非常に混雑
 所有していない計算資源が求め
られることがある（GPUなど）

 でもシステム更新まで数年ある
利用例：理化学研究所 二階堂研究室のス
パコンの資源補完
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講義演習システム
 使用効率が悪いけど必要
 授業によって必要な性能・構成
が違う

 授業によって履修学生数が違う
利用例：群馬大学 横山教授の講義演習シ
ステム

必要な時に、必要な物を、必要な数だけ、使用時間分のみの費用で使う



まとめ
ネットワークレイヤはもちろん、
その上位レイヤのサービスが重要な時代

認証はサービスの信頼性を保証する要
 シングルサインオンができて便利ということだけでなく、サービスを
安心して利用／提供できるというメリットが大きい

学認の信頼性の上で便利にクラウドを利用できる仕組みが
必要
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https://cloud.gakunin.jp/
学認クラウド 検索
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